
Ⅲ．ＨＴＬＶ－Ｉキャリアのカウンセリングの進め方とポイント 
長崎県指導者用テキストより 

（１） 告知によって受けると予想されるキャリアの心理的不安 

1） 発症に対する不安（ＡＴＬがいつ発症するかなど） 

2） 育児についての不安 

･ どの程度のスキンシップで感染のおそれがあるのか 

･ 母乳をやらないことで子どもへのスキンシップが減少し、その影響が出るのでは

ないかという不安 

･ 親としての自信ができない 

･ 子どもが泣いても母乳を与えられないと何もしてあげられないと感じる 

3） 自分以外への感染 

結婚をしない（できない）、子どもを作らない等の判断に至る場合もある 

4） 罪悪感 

･ 母乳をやれない。（妊婦） 

･ 妻や子に感染させた。（母、夫） 

5） 抗体陽性が周囲に知られることのおそれ 

6） 知られた場合の周囲からの差別 

7） うつされたという不満感、被害者意識（子、妻） 

8） 周囲に真実を話せない 

9） 家族やパートナーに話せたとしてもどう伝えてよいかわからない 

10） 夫以外からの感染に対する不安 

11） 母乳をやっていないことに対する周囲からの冷たい視線 

 

（２） カウンセリングとは 

本人や家族等相談に来た人（クライエント）が不安や悩みを解決・対応していくため

に行われます。 

まず、クライエントに関心を示し、苦しい気持ち、悩まずにいられない気持ち、寂し

さ、きつさを支え、本人の気持ち・感情を受け取ります。････キャリアになったこと、

病気の不安、子どもへの感染の不安、母乳をあげられない残念さ、家族にどう受け止

めてもらえるかの不安、等々 

 

（３） ＨＴＬＶ－Ｉキャリアの心理状況理解のために 

1） いかなる疾患でも「病気」になることは「健康なはずの私がもう健康でない。」こ

とになります。 

2） 自分自身がキャリアであることを受け入れて行く心のプロセスは、癌や障害の受

け入れなどと同じ「対象喪失」とよばれる心のプロセスをたどります。 

･ ショック期：無関心や離人症的な状態 

･ 否認期  ：心理的な防衛反応としておこってくる否認 

･ 混乱期  ：怒りや恨みにとらえられ、悲しみや抑鬱におちいる 

･ 努力期  ：責任を感じとり依存から解放、価値の転換をめざす 

･ 受容期  ：障害や疾病の受け入れ 



3） ＨＴＬＶ－Ｉキャリアであると告げられた女性は、キャリアになったので「健康

な体」でない、母乳をあげられないので「ふつうの母親でない」、「親として失格」

と考えます。それまでのイメージやこれからの楽しい夢いっぱいの育児への理想

を失い、自分および周囲に対して罪悪感を持ちます。 

 

 

（４） カウンセリングの流れと進め方 

 

 相談者の様子 カウンセリングの注意点 聴き方 

導
入
期 

＊自分の悩みを言葉で語

る（言語化） 

一般になにを悩んでいる

か語れない状態、とりとめ

なく語り、感情的になった

りする。「キャリアになっ

てしまったどうしよう」

「子どもにうつしてしま

う」、「母乳があげられない

私は母親失格」 

＊語られる内容を聞きな

がら、なにをどのように悩

み、これまでの対応を整理

する。 

＊誤解、認識不足など現実

的に対応できることはま

ず行う。 

＊相談者との間に信頼関

係をつくる。 

＊「そんなことはないです

よ」「大丈夫ですよ」とは

早急に言わない。 

＊相手の話にすぐ答えや

指示を出さず「うんうん」

「あ、そうですか」等うな

ずいたりあいづちをうち、

十分に相手の話を聴く。 

＊たくさん語られたとき

は、「その中で何が一番お

困りですか？」と聞き、問

題を整理する。 

展
開
期 

＊気になっていた問題の

背後にある様々な感情に

気がつく。「私が病気にな

るはずがない・・・」、「母

乳をのませられないのは

母親失格」と言う思いこ

み、「子どもに感染させた

罪悪感」、「家族に見放され

るのでないかという不安」 

＊語られる話題・問題を、

相談者と一緒に整理して

ゆく。「なぜ気になったの

か」等話題にする。 

＊言葉にして語られるこ

とで、感情が整理され、情

緒的混乱から立ちなおる。

＊「・・と言う訳ですね」

と相手の言うことを繰り

返し、「自分を責めてしま

うのですね。」「自分さえ気

をつけていれば良かった

のにと思ってしまうので

すね。」と相手の気持ちを

くみ取りながら聴く。 

終
結
期 

＊混乱していた感情が整

理され、問題に向かい合え

るようになる。「私は私で、

キャリアになっても変わ

らない」、「母乳だけが母親

である印でない」「家族は

信頼できる」 

＊本人の行動の最終決定

を見守る。 

＊聞き手の意見を強く出

さない。出すときは「私は

○○と思います。」などで

表す。 

＊「・・と考えるようにな

ったのですね。」と支持す

る。 

＊「また心配になったとき

はいつでも相談にいらっ

しゃい」と伝える。 



（５） カウンセリングのポイント 

1） カウンセリングは「話させる」ことではないし、ただ聞いてあげることでもあり

ません。 

2） カウンセリングは回答、訓戒などを与えることではありません。解決してあげる

ことではなく、一緒にその問題に向き合い、今の状況に対して自分で決めていく

ことプロセスの援助です。 

3） カウンセリングの「やり方」にこだわるのではなく、「あり方」が大切です。 

4） あくまでクライエントの気持ちを尊重することが大切です。 

5） 過度に深刻そうな表情をしたり構えたりするのではなく、また場を和ませようと

して過度に冗長的になるのでもなく、ごく自然な態度で接することが大切です。 

6） 「こう話そう」とあまり決めてかからない方が良い場合が多いようです。 

7） 時には沈黙や泣いたりするカタルシスする時間も受け入れるのに有効になります。 

8） 妊婦、母親等は「自ら望んでキャリアになったのではない」という基本的事実を

念頭において対応することが大切です。 

9） 手引き書を参考に事実を伝えてください。ただし、数字等については場合によっ

ては無用な不安を与えないように配慮する必要があります。 

＜例＞「生涯発症率が 20 人に１人」は「年間キャリア１０００人に１人」、「たば

こを吸う人が肺癌になる率と同じ」と同じ意味になるので、後２者を使う

方が受ける感じがやわらかくなる。 

10）あせらないでください。キャリアであることを受容して行くには時間がかかりま

す。 

11) 聞き手からは「しようがないですよ」、「もうどうしようもないですから」と言わ

ないでください。 

12) 妊婦の選択を尊重してください。 

 

●業務上の感染について 

 輸血、母子間、男女間の感染経路以外の感染については問題とならないので、業務上の

感染予防に特に注意すべき点はありません。ただし、AIDS やＢ型肝炎ウイルスなど血液を

介して感染する疾患もあることから、これらの疾患に対する注意を念頭に置いて業務に携

わる必要があります。 

 ＊HTLV-I は洗剤に極めて弱いウイルスで、どのような洗剤でも不活化できます。 

 ＊注射針による事故での HTLV-I 感染は感染細胞を大量に含む特殊な場合以外は極めてま

れです。ただし、事故をおこした際は、刺した皮膚の周りをつまんで血液を絞り出すく

らいしか方法はありません。 

 

●秘密保持 

（１） キャリアに関する情報はすべて厳格に秘密を守る必要があり、妊婦（母親）のプ         

ライバシーの保護には十分注意してください。 

（２） 妊婦の家族に知られると家庭内問題を引き起こす場合があることに注意してくだ

さい。 

（３） 医療・研究・妊婦の指導以外にキャリアのリストをつくらないでください。 



（４） 産婦人科医・保健師・小児科医は家族の誰と誰が知っているかを把握しておくこ

とが大切です。 

（５） 病院などでは直接の担当者（医師等）以外はＡＴＬの説明をしないようにしてく

ださい。 

 

●キャリア妊婦、キャリア母親への配慮 

 保健師、産科医師、小児科医師へのアンケート調査の中で「こんなことをいわれた」「こ

んな状況であった」というキャリア母親からの声があったとのことです。今はこのような

ことはほとんどないと思いますが参考になればと思います。 

 

 １）医療機関で 

･ パンフレット等もなく、また医師からの十分な説明がない状況で検査が行われた。 

･ 入院中、看護師さんから大きな声で「この人 ATL だから乳首の手入れなんかしなく

ていいのよ」といわれた。 

･ HTLV-I キャリアということで隔離された。（かなり前の話） 

･ 母乳の人と同室になり、いたたまれなかった。 

･ 乳首の手入れを一生懸命していたのに無駄になった。早くわかっていれば手入れな

んかしなかったのに。 

･ 看護師さんから「私だったら母乳にするわ」と言われた。 

･ 医療機関によって話が違う（人工栄養と短期母乳） 

･ 小児科で「キャリアは大変ですね」といわれ、また鬱々となってしまった。 

２）健康診査で 

･ 保健師さんから「私だったら母乳にするわ」と言われた。 

･ 人工栄養の理由をしつこく聞かれた。 

 

 説明する側と聞く側の受け取り方の差があるかもしれませんが、このように感じた母親

もいます。また、ついつい出た何気ない言葉が問題になる場合もありますので、従事者は

妊婦（母親）への配慮をよろしくお願いします。 

 


